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Nagi Town Board of Education News

奈義町におけるさまざまな教育の取り組みを紹介します

発行：奈義町教育委員会学事課

―夢に向かって自ら学び

ともに高めあう「なぎっ子」―

●問い合わせ先

ゴールデンウィーク前半は天気も良く、現代美術館や総合運動公園をはじめとする町内施設には多くの人が来場しま

した。5月8日からは、新型コロナウィルスの感染法上の位置づけが5類に移行され、徐々にコロナ禍前の日常が戻り

つつあります。しかし、連休明けの、気持ちが緩むこの時期、五月病の症状や気分がすぐれないなど体調を崩すことも

あります。また、各地で起きた地震や豪雨被害など心配なことも続いています。子どもたちに変わった様子がないか、あ

ればサインを見逃さないよう、家庭や地域でも見守りましょう。

なぎビカリア春のイベント2023「再発見！岡山県

の自然史系博物館」が4月1日から5月7日まで行われ、

ビカリアミュージアムの展示に併せ、岡山理科大学生

物地球学部所蔵の鉱石や、つやま自然のふしぎ館の剥

製、倉敷市立自然史博物館の昆虫標本などを特別展示

しました。

ゴールデンウィーク期間中は、岡山理科大学生物地

球学部の学生が6名、運営のお手伝いに来てくれまし

た。受付から化石鑑定、また専門的な知識を活かして、

来館された方に説明して回るなど、大いに活躍してく

れました。これからも大学生の若い力を地域に取り入

れ、町の活性化につなげていきます。

▲完成披露会での検討会の皆さん

柿ビカリア会と理大生の皆さん▲

『ふるさとゆかりの偉人マンガ「井戸泰」製作こども検討会』

で製作していたマンガが遂に完成しました。

3月10日には、完成発表会を文化センターロビーで開催し、約

50名が来館されました。発表会では、井戸泰の孫にあたる、内科

医 井戸清仁氏、主人公のモデルとなったのぞむ君の父親で内科

医の大重和樹氏、そしてマンガの作者で町内在住のマンガ家・イ

ラストレーターのあさののい氏から漫画制作にあたってのお話を

いただきました。

マンガは、1000部制作され、町内小中学校や、施設、県内の

公立図書館に配布し、希望される方には文化センター窓口で、無

料贈呈しています。多くの方にご一読いただければ幸いです。

5月18日は国際博物館の（International

Museum Day）です。「社会に果たす役割を広く普

及啓発することを目的とする」という理念とその

公共性の観点から、現代美術館を無料開放します。

放課後の時間を利用して行ってみましょう！

日時：５月１８日（木）９:３０～17:00

※ギャラリーで開催中の「高山夏希展」は有料です。



紙面で伝えきれない教育委員会の取り組みを投稿しています！👉

●問い合わせ先 奈義町教育委員会学事課（文化センター内）

Tel：0868-36-4195 / E-mail：kyouiku@town.nagi.lg.jp

「奈義町教育委員会」更新中！ 

4月23日、子ども読書の日に開催された「子どもの読書活動推進フォーラム」で、奈義小学校が令和５年度子供

の読書活動優秀実践校として【文部科学大臣表彰】を受けました。 読書ボランティアの方々、児童クラブ、町立図書

館など、子どもの読書に関わる個人、機関と連携しながら行ってきた全学年児童への途切れのない読書振興の取り

組みが評価されたものです。 受賞を受け、5月12日には小学校の井上校長から町長へ報告を行いました。これから

も子ども達に読書の楽しさを伝える活動に取り組んでいきます。

▲国立オリンピック記念青少年総合セ

ンター（東京）で行われた表彰式

昨年、各地で起きた通園バス園児置き去り死の事件を受け、今年

もそれぞれの幼稚園で、バスから出られなくなった時を想定した訓練

を行いました。クラクションを鳴らす方法のほかに、バス内に新たに設

置されたブザーを押して知らせることができるようになり、子どもたち

は大きな音にびっくりしていましたが、自分たちの命を守る行動を身

をもって学ぶことができました。

これから暑くなるにつれ、熱中症等の危険も高まってきます。今後も

職員一同十分注意をしていきますが、ご家庭での自家用車利用時も

痛ましい事故が起きないよう気を付けましょう。 ▲ブザーの押し方を教わります(中央東)

▶クラク

ションを

鳴らす練

習(滝川つ

くし)

図書の利用率も向上しています！

貸出冊数：2018年度8,660冊→2021年度11,794冊

予約・リクエスト件数：2018年度604件

→2021年度1,478件

・クラス毎の週１回「図書の時間」

授業の実施による児童の不読率

（月に１冊も本を読まない児童の

割合）ゼロパーセントの達成

・図書委員会活動（各種行事、オン

ライン図書集会など）

・なぎっ子サポーター（学校支援ボ

ランティア）の方々による絵本の

読み聞かせ、昔話の語りなど

・「朝の読書の時間」の実施

・児童クラブとの連携による図書室

開放

・町立図書館「セカンドブック」事

業との連携（小学5年生対象）


